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東京で活動する劇団 HOTSKY による、2023 年 1月に東京で上演し好評を博した演劇作品『ほおず

きの家』（市共催）が北九州で上演されます。 

北九州市をモデルとした港町を舞台としており、北九州市文化大使である横内謙介さんが演出を

手掛ける全編北九州弁の作品です。 

 公演に先立ち、次世代の若者の表現力育成のため、市内中学生をゲネプロ（本番と同じ条件で行

う通しリハーサル）に無料招待します。本格的な「舞台づくりの現場」を観ることのできる貴重な

機会です。 

報道関係者各位におかれましては、是非取材の上報道いただきますようお願い申し上げます。 
 

記 

１ 日   時  令和７年３月２２日（土）１３：００～１５：００ 

２ 場   所  J:COM北九州芸術劇場 中劇場（小倉北区室町１丁目 1-1-11） 

３ 対 象 者  市内中学生（事前申込が必要） 

【問合せ先】 

都市ブランド創造局文化企画課 
担当：安倍、荒牧 （℡：０９３－５８２－２３９１） 

横内謙介（よこうちけんすけ）氏（北九州市文化大使） 

◆劇作家・演出家・扉座主宰。 

◆小学５年生から中学 1 年生までを小倉で過ごす。 

◆劇団公演のみならず、トニセン（V6）の舞台や、スーパー歌舞伎等、外部に幅広

く作品を提供。 

◆主な作品：「愚者には見えないラ・マンチャの王様の裸（1992）」、スーパー 

歌舞伎「新・三国志（1999）」、スーパー歌舞伎Ⅱ『ワンピース（2015）』など。 

演劇作品『ほおずきの家』  

市内中学生を「ゲネプロに無料招待」します！ 

『ほおずきの家』  

◆脚本：釘本 光   ◆演出：横内 謙介  

◆在日コリアンなど、出自の違いによって辛い思いをさせられた人々 

がいた歴史をふまえて、それでも今、その違いごと認め合って繋がり 

合って生きていくことはできないかと模索する人々の姿を描いた作品。 

北九州市をモデルとした港町が舞台。全編北九州弁。※本番は有料 

≪北九州公演情報≫ 

日時：令和７年 ①３月２２日(土)１８:３０～ ②３月２３日(日)１３:３０～ 

場所：J:COM 北九州芸術劇場 中劇場 

料金：一般 ４５００円／ペア ８０００円／学生 ２５００円（学生証の提示が必要） 

北九州市文化大使の 

横内謙介さんが演出！ 

 






